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河
本
　
勝
也

「秋
は
夕

暮
れ
」
”
≒
枕

草
紙
』
に
あ

り
ま
す
が
、

鳥
取
に
着
任

し
て
４
カ
月
、
当
地
の
夕
暮
れ
の
美

し
さ
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う

言
葉
を
お
聞
き
に
な

っ
た
こ
と
の
あ

る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
と
は
、
経
済
的
に
自
立
し
、

よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
「お
金
に
関
す
る
知
識
や
判
堕
刀
」

の
こ
と
で
、

「金
融
経
済
教
育
」
は

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
た

め
の
教
育
を
指
し
ま
す
。

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（少
額
投
資
非
課
税

制
度
）
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
金
融

経
〕罫
育́
の
必
一透
匡バ
嵩
ま
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
に
金
融
広
報
中

央
委
員
会
が
実
施
し
た
「金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
調
査
」
で
は
、
金
融
経
済
教

育
を
受
け
た
と
認
識
し
て
い
る
人
の

正
答
率
が
高
く
、
金
融
経
済
教
育
の

必
要
性
と
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
幅
広
い
年

齢
層
に
向
け
、
か
つ
、
国
民
お
の
お

の
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
金
融
経
済
教

育
の
機
参
笙
日
【
一体
で
全
国
的
に

拡
充
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
４
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
（金
融

経
済
教
育
推
進
機
構
）
を
設
立
し
、

講
師
”軽
一
（出
前
将
業
）
や
学
習
教

材
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
で
も
こ
う
し
た
動
き
に
合

わ
せ
、
県
や
鳥
取
財
務
事
務
所
、
日

本
銀
行
鳥
一螢
「務
所
等
で
運
営
す
る

「と
っ
と
り
金
融
経
壼
荻
き尾
蓬
セ

ン
タ
ー
（鳥
取
県
金
融
広
報
委
員

会
）
」
が
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
や
県
警
察

本
部
と
共
に
、

２３
日
に
人
生
設
計
や

壁
殊チ顕
〔の
被
害
防
止
等
を
テ
ー
マ

に
し
た
金
融
経
済
一麗
【会
を
鳥
堅
印

内
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
参
加
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

（詳
細
は
県
金
融

広
報
委
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

こ
の
秋
は
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を

一

緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

（日
本
銀
行
鳥
取
事
務
所
長
）
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秋は金融経済教育


